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平成27年度瑞陵会総会・交流会

帯端康会総会

平成27年度総会 ・交流会は2015年8月23「I(Fl ) 12時00

分から約160~，の参加者のもと、メルバルク N AGOYA 

にて開催されました。 今回の準備 ・ 述’ii~・の担当はlllH1148il~

￥の25回生でした。

総会は 21併の平安の聞で行われ、 司会は一 ノ ii.~i将之副会

長 (181日I）のIJf.J会の辞に続き中村－利脳会長（l71TII)が挨拶

されました。円四、「在校生には誇りを？f業生には併を」と

いう託業で同窓会という組織を辿営していきたいとのお訴

がありました。感苦：堂の工事完成の報告と 9月l4卜｜に1m1m

される感主主改修完成式典の案内、またllOJ,1iJ年J己念事業

についての概要報告が行われました。1.';i、l盛将立について

は卒業生にも使用が許可されるようお願いしているところ

であり、前向きに検討されているとの報告も行われました。

以後に後輩の支援、同窓生の粋を深めるためにも財政基徽

の充実 ・安定を図りたいこ と。本IJお集まりの皆織に今ま

て‘の協力に対する感謝の言葉と、今後の－）刊のご支援 ・ご

協力のお願いが述べられました。

第 2 古11の交流会は 21階fl/J~聞の！？り。 開会の言葉は一ノ瀬

喜之副会長 （181副）。 新井忠校長より、現在の瑞i凌の紹介、

また現役生遥の各方而に亙る活脱の報告が挨拶の巾で披蕗

されました。さらに、 今回は来賓として毎年総会 ・交流会

のパンフレットの作成をお願いしているデザイナー立松直

樹氏（22間）からの扶拶、そして本日記念講演をいただき

ました三宅益三氏 （121百｜）の乾杯の発声により交流会が始

まりました。会場のあちこちでは世代を超えでの交流 ・梢

報交換、また、＊日の緋i~tの感想についての話題で持ち切

りでした。続いて、 今阿は大正WJに建てられ、名古屋では

一帯r'1い緋立である 「！ぷ拝堂Jの耐震、改装工事のl映像を

参加者全只で悦！臨しました。昔と変わらぬその姿に感l慌の

戸が上がりました。さらに、恒例のお楽しみ抽選会の後、

ステージには溢れんばかりの人が集まり、参加者全員での

校歌の大合II口となりました。その後、青木伴：晃副会長 （17

回）のl~·J会挟拶でお IJf.l きになりました。

役貝の皆様、今年度の準備・運営にかかわった皆様、あ

りがとうございました。

記念講演についてはp.3に相秘； 平成2峨 瑞陵 会 総会記念講演説会のお知らせ
E圏平成28年 8月28日（日） 12:00～ 

i ~悶 ｜メルバルク名古圏
i 名古屋市東区葵3-16-16 (JR千都駅徒歩5分地下鉄千柳1排出口すぐi11r) f 
± 屯話 052-937-36臼 ； 
~ ~詔 5, 000円 当日会場でお支払いください（65回生 （平成25年 3月卒）以降の卒業生無料）

1 Gm 12: 00 瑞陵会総会 （1階蹄の問）

i 記念講演 (11皆姉のII日）
~ 講師ペリ ー荻野さん（瑞33回）
! i貧題 「時代劇は時代をi映す」 終了後移動（受付も移動）

ま 13: 30 交流会 ( 2階瑞袋米のllU ビュッフェ式）
l，，＿，.＿，.＿）同
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瑞陵会報

会長挨拶

瑞｜境会会長 中村利 ,tjf~
（瑞17回）

元愛・地球｜専（愛知1万｜専）事務総長

現公益Jt~·回全国中小企業取引振興会会長

111：年11月未をもって日本商工会議所専務理事を退任しま
した。その後これまでの御縁、来，，のお阪でいくつかの間体

や企業の役員を勤めさせて頂いていますが、うれしいこと

にこれを契機に新たな御縁や粋が生まれ拡大していること

です。

そうした中に昨年度再Imされた円本イベント産業振興協
会（］ACE）のイベントアワード （円本イベント大企）の

選考委日長があり ます。これは、愛・地球w事務総長を務
めた1w11縁で就任しているものですが、 :l1~近改めて観光のみ
ならず数々の祝点からイベントの持つブJが再認賊されてい
ます。イベン トは共通の認識の服成や多くの人々の心を一
つにする働きがあります。 さらに~.：：＿.：・びゃ感動を通じて人々
に心の泣かさを提供する等社会の活性イ七、 P・Ji1'r化に不可欠
なものと認識されるに至っています。選考の過程で多くの

質の高い応募をみてそのことを実感しているところです。

ご挨拶

校長業！？ 井 忠

Jj/J陵会の皆J慌には、ますますご他勝でご活躍のこととお

喜び申し上げます。日頃から母校の教育活動に特段のご支

援ご協力を賜り、 心から感謝しております。
とりわけ、瑞陵会の皆様から、愛知県に対して多大な働

きかけをしていただいたことにより、昨年の春、歴史的価Ii
他 ・ 文化的価値のある感菩立の、耐j~Q補強による改修が、
従来の外側を維持したまま、実現したと伺いました。

さらに、昨年の夏、 Illil陵会の皆様には、 110周年事業の一

環として、！事喜堂に、空淵設市illと間仕切りを設世していた
だきま した。 お｜詮をもちま して、伝統と lf.l~史的様式が継承
された建造物である感喜堂を、これまでの定時制の食堂と
してだけではなく、学習室としても使川できるようになり、
多くの瑞陵生が、大いに活用 しております。重ねて感謝申

し上げます。
さて、昨年4月の着任以来、会合にお招きいただくなど

して、多くの瑞陵会の皆様に、お目にかかる機会をいただ

いており ます。その｜努に感じることとして、「同窓である
ことに詩りを持ち、併を大切にしているJということと、

「瑞陵生としての生活が、現在の自分のあり方に大きく影
押している」ということで・す。卒業生の皆椋お一人お一人
の人生に占める瑞陵の意義について、改めて感じた次第で、す。

この何年間、杉原千畝イヤーがあい、ています。

私も I~画杉原千畝を見ましたが、 イネ大な先輩の信念とと
もに｛変れた防報収集力と洞察ブJに鷲きを11¥il.せません。現在
のような変革、混迷の｜時代だからこそ杉原先輩の存在JJ：；義
は郷きを増していると痛感しています。この映画を在校生

にも娃~＇＂見て1頁きたいと、｝品ll袋会も 協力して鑑賞会をIJH1m
いたしま した。 優れた先'11~の存不正は我々後輩に誇りと併を
与えてくれていることを改めて災時したところです。

こうした同窓会の活動は、 ・j＇｛容を同じ学：舎で過ごしたと

いうまI＇をもとに緋を拡大していくものですが、来年は no
周年とJr－業が予定されています。これは一大イベントであり、

同窓会活動を活発化、拡大する大いなる契機となるものに
したいと思っています。

日時は、平成29年10月21l:l （土）です。改めてご案内し
ますが、今から手l肢に予定をおi1｝：込みいただき、多くの

方々の参加されることを期待しております。
また、皆械の御協力により耐従：~fl日~l され装いを新たにし

た！品科立は、学校当局の御好？なにより 、同窓会も利用可能
ですので（酒は飲めませんが）、 ！品存立での講演交流会の開
1m等のイベン トを秋以降企回したいと思っています。母校

を久 し掠りに訪れる良い機会にもなるのではないでしょう
か。多くの同窓生各位の参加を期待しています。

また、母校を訪問された卒業・生の方を、校舎や感喜堂な
どの校内の施設をご案内した際に、「生徒が気持ちのよい

挨拶をしてくれた」、「部活動が活発であったJといった在
校生に対するお褒めの言葉をいただくことがありました。
以前、 学校のよさを測る物在しは、 ｜止llHの許判や偏差値と

は別に、 ①学習や音IS活動などの企てにバランスよく取組ん

でいること。②生徒が元気よく挨拶すること。③卒業生が
よく訪れてくれること。ということを聞いたことがありま

す。
こうしたことからも、多くのJ／，制度止の方々 のご努力の上

に椛われた瑞陵高校の文武両道をはじめとするよき伝統が、
今Hになお引き継がれていると感じております。よき伝統
は、これからも、ぜひ大切にしていきたいと思います。

これからの若者ーたちが暮らす社会は、生産年齢人口の減

少、グローパル化の進展や絶えHHない技術革新等により、

社会や職業のあり方そのものが、大きく変化する可能性が

あります。多くの而で大変革mしいlliH－＼：ではありますが、瑞
陵会の皆i様のお力添えをいただきながら、 l隊員一同一！日の

努力をiii：ね、 JjAfI凌生の育成・教育に 1:1本の未来を見つけ、

希望を持ちたいと願っております。
本校は、来年、創立110周年を迎えます。周年卒業は、過

去を振り返り未来へ夢を託す＂＇Ji－~たであります。 母校の歴史
を現役の生徒と共有し、 一体感を深め、未来を志向したい
と思います。同窓生をはじめ多くの1-r械とともに創立110
J,li]:fJミをお祝いできることを祈念しておりますので、引き続

き、変わらぬご指導 ・ご支援をよろしくお願いします。瑞
｜凌会の事！？械には、ますますご他勝でご活節目のこととお喜び

＂・lし上げます。日頃から悶：校の教育活動に特段のご支援ご
協力をJI易り、 心から感謝しております。

司法書士グリーンフォーラム
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佐久間医院

院長佐久間修 三

(JUJ19回） ｜ （瑞13回） ｜ （瑞19回）

干458-0036 名古屋市緑区六回一丁目200喬i也｜干456・0052名古屋市総田区二醤一丁目14・B I干464・0811 名古摩市千穂区朝岡町2-1

TEし052・624-l 885 FAX.052・621・1384 I TEL.052・682-6211 FAX.052・682・6299I TEL/FA×.052-781 -0430 

http://www.hkr・s.co.jp
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瑞陵会報

平成27年度瑞陵会記念講演講演要旨 ） 2.私の家系

演題「閣があるから光がある」
講師 三 宅 養 三（瑞12回）

名古屋大学名誉教授、愛知｜医科大学理事長

（主な経歴〉

昭和42年3月 名古屋大学医学部卒業

昭和43il~ 4月 名古屋大学医学部眼科入局

昭和51年2月 ハーバード大学留学

平成9年8月 名古屋大学医学部眼科教授

平成10年 1月 国際視覚屯気生理学会理Ji事長

平成17年4月 名古屋大学名誉教授

平成17年5月 東京医療センター・国立感覚器センタ一所長

平成19年4月 愛知淑徳大学 クリ ニック院長

平成22年 1月愛知医科大学理事長

眼科医、網膜機能研究の世界的権威で、 「三宅病」の発見

など多くの業績と多くの国際立を受i’tされている瑞陵高校

OBの三宅養三先生が査壇、拍手のうちに記念講演が始ま

りました。「閣は本当の閣であり光を生まれつきの失明者

は求めない、突然｜拘となったものが光を求めるのである。」

と淡題の説明をされ拍手のうち記念講演が始まりました。

1 .眼科医の重要性

実際の手術のビデオを見せながら、白内障の手術は費用

対効果が絶大で15～20分で終わりその日の内に帰れますよ、

痛くはないんで・すよ、とユーモアを交え話され場内笑いの

i向。

lli1l陵高校生時代のなつかしい話。

なぜII~不1-1涯をめざしたのか。 兄弟 3 人子供 5 人がすべて

眼科医ばかりの家系。又胴戚の杉田家（名古屋の著名な眼

科医）との集合写真では皆が眼科医でほとんとcの人がJ//;ll凌

出身。

杉田！長（けん）一郎（いちろう） 氏は脳医学者で）j出動脈

揃治療のための 「Sugitaクリップjを発明し日本の 7割、

世界で10万個も用具として使用されている。彼も瑞｜凌出身。

3.日本の医学研究を支える二大組織の話。

AMED （日本医療研究開発機椛）とPMDA（医薬品医療

機得総合機柿）。

4.私の履歴

名古屋大学を退官 （Hl7.3.31、誕生日の日）するまで10

数万人の忠者を診たが最後の忠者がなんと （ノーベル物理

学立を受:D’された）赤｜崎勇先生であった。

5.私と眼科医

先端医療の話。網膜には、人工網膜と網膜再生医療があ

りその説明をビデオで説明され場内より！自民 ・驚き ・笑い

カf起こりました。

オカルト黄斑ジストロフ イは網膜中心部の機能が低下し、

次第に視力が低下する逃伝性網膜疾忠で1967年に研究を開

始し34il三間かかり責任遺伝子変異を発見。「三宅病」と命名

されj以労省の品m病指定を受けました。

6.神戸アイセンター構想

（理研の網)j史再生音j）門の）iPS細胞を活用した世界初の｜臨

床研究である網膜治療ほか再生医療アイ （網膜）センター

を現在神戸でわ昨想中であ ります。

7.最後に

美智子皐后の相談役であった布，，谷忠美子精神科医の言葉

「元々、人聞が生きがいを感ずる時は、自分のやりたいこと

と義務とが一致した時だ。jで締めくくられ、場内盛大な拍

手で拡を1#1じました。

（編者追記、専門的なお話が随所にあり言葉の誤謬勘違い

はご容赦願います。）

名古屋フランスcorp株式会社｜粟田敬八税理士事務所
知的財産権に関する業務

エール国際特許事務所

弁理士間瀬鮭一郎

（瑞11回）

干460-0002 名古屋市中区丸の内3-22-7

丸の内OSピル4F

2表Jr,{締2服 部幸 三 ｜所長粟 田敬八

(Ji街14巨I) I (J品19回）

干470-0112 愛知県日進市議校町西外函16 I 干454・0911 名古鹿市中川区野田1・193

TEし0561-73・4601 FAX.0561・75・4545I TEし052・351-0251 FAX.052・352・8268

TEL.052-959-4520 FAX.052・959・4522I http://www.nagoyafrance.co.jp 
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端 陵 A

一
A 報

j感喜堂の学習室 ； 
I ,i4:Jllill 3 11~ 古 ｜向瑞生 ；

! 感喜堂は素附らしい建物です。伝統の近みを身をもって j
i感じられるのはもちろんのこと、空調設備や｜暗室など耐 j
i浜工事以降整えられた環境は大変快適で、集q1して勉強が；

；附ょう山ました。私m 多くの3
I f手日のようにJlを迎んでおり 、ヨ智子tWJllU中ともなると 1・i

I z年生もやって来て満席になります。演劇部の発表の場と j
！しでも使われましたし、定時制の方々が食郁をしている姿！

！もよく目にします。JllJI授にとって大事な建物であることを i
j感じるとともに、改めて卒業生の方々とIii日限との強いつな！

！がりを感じます。 感謝しつつ、このIf.¥.~とある峰子：.：： 1't を大切 1

！に使わせてもらおうと思います。 I 

I • R曹司噂帽凪温週間~~由 一一 、．一一官 τーττ有毛温 1

I I ~~ ~~::t！珂:I ~.....＿，~.；，： t宙望通畠区、~.r-'1 ’孟11

1L1.f11闘 PI，.伊三孟嘗ι凶幽閉 i
; a‘1 4・・・・・・・・邑司 ・唱明司・・ ... 、~· 「 」・·－－マ司’~lぬF11 ! i ,...-.¥...r『・E園量 ’圃阻邑』凶 － J圃~－ I I

l ~p~＇いι てJ引
！ 感奮堂北側の学習室、北側（写真右側lj)の壁には江戸川乱歩
1と杉原千畝の業績などが展示されている。 i 

杉原千畝氏の功績の顕彰

杉原千ii仇氏が多感な背森時代を過ごした名古屋市に功績

を顕彰するものを、というyi・は今までにも度々あがってい

たが、 今回は具体化される巡びとなっている。

愛知県のホームページには、 「IfJ北28年度愛知県と名古

屋市の主な述携 ・共同事・業についてJとして次のように1l1
載されている。

愛知県名古屋市で－青少年WJを過ごした杉原千畝氏の功組

と当地域とのゆかりを広く県民・市民に伝え、県民 ・rl1民

の郷土に対する誇りの蹴成や地峨の前性化につなげるため、

県 ・TITが連携 ・共同して情報収集、辿給制挫を行いながら、

顕彰のための事業を実施する。

［平成28年度にYi~· · TITが尖施する杉原子Ji仇氏の功献を削；~；；す

る事業l
県． 「杉Jjj（千畝顕彰施設 （仮称）Jの控i1iii検討制査…！日l氏の

功結を顕彰するにふさわしい施設について、施設構成

や展示内特などの検討制作を尖施する。

市 ：①人道の辺の設定と銘板与の設i丘一！HJ氏の居住地や通

学していた名古屋市立平手｜｜小字校、愛知県泣:Jllill皮肉等

学校などを結び、「杉原千畝・人道の迫 （仮fti;)Jとし

て設定し、功紛を蹴え る 銘板 ~~－； を 設 iu する。②

ウォーキングイベント・・ 「杉以千ii仇・人道の道 （仮；利；）J
を辿るスタンプラリ一等：を災施する。①小学校間交

流事ー柴・・・同氏の生；廷の地である ｜岐阜県加茂~111八百津町

の八百illt小学校と平和小学校との問で交流事・業を実施

する。

http:/ /www.pref.aichi.jp/uploaded/life/127669_101893_misc.pdf 

名古屋市立平和小学校の fちうねチャイムJ千畝生誕100年
の2000年11月18日設置。

杉原伸生氏瑞陵高校来校

杉原千ii玖氏の四男のイqi~三氏が、 2016年 1 n12日に瑞陵町

校に来校された0 11 1 1 ~：＝.氏はベルギー在住で、 今回は、エシ

ン夫人と四女の11¥'i"香さんを伴って家肱旅行として米1:1し、

父千畝氏の足跡を巡った。名古屋市内で、は、 小学校から中

学校まで住んでいた場所と通っていた名古屋市立平和小学

校をまわって、最後に瑞陵高校を訪れた。

予定より 1時間以上平く到若した一行は、まず、第五．中

学校の跡地である名古屋市立瑞秘ヶ丘中学校の外j古lの塀や

正門付近を見学し、 f/1品陵高校内では植樹されたオリ ーブの

木を見て、千Ii昔、氏の墓所のある鎌合に向かわれた。

瑞陵高校は生徒会行事の球技大会のnっ：Ii;;：中であり、杉

原氏も非公式な私的な訪問で、さ らに過密なスケジュール

であったことから、全国高校総体結団式に出張rl:iの校長先

生と会えず、生徒との交流の時！Illも取れなかったのは残念

であった。

左から4人目が杉原伸生さん、左側lがエシン夫人、
右側が晴香さん 端陵高校応接室にて

! ※I；日光館刻i：改修建築工事 l 
l 工事概~： 1'J!i り 天井の撤去、！！日 1y1 を L E D に変~ I 
i i没計 ：三共コンサルタ ント I 
I 施工 （株）オク ト l 
I 工事則的j：平成27年9Fl 15 臼から平成2811~ 3 J=l 2日 I 
I なお、この工事のため、平成27年度の卒業式は金山総の l i市民会館で、行われた。 I 
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｜五中・端陵史発掘｜ 所台地を見上げると、坂の上には白亜の近代建築である五

中校舎と第八高等学校校舎が限に映ったことであろう。坂

瑞陵と「人道の道J、五中街道 の上の雲である。
4 明治末期の開発ラッシュ

三品耕作（瑞47回）

1 はじめに

昨年に、全国で封切りされた映画『杉原千畝スギハラチ

ウネ』の影響は計り知れない。現在、愛知県と名古屋市が

g連携・共同事業のーっとして杉原千畝氏の功績の顕彰事業

を推進している。名古屋市は、同氏の居住地や通学してい

た市立平和小学校、瑞陵高校などを結び、「杉原千畝・人道

の道（仮称）」として設定し、功績を讃える銘板等を設置す

る計画である。

「人道の道」のルートは今秋に発表される予定であるが、

市の担当者（総務局総合調整部総合調整課）から瑞陵会へ

既に説明を頂いており、判明している（但し、今後、ルー

トの一部が修正される可能性がある）。

2 f人道の道J
「人道の道」の始点は市立平和小学校に隣接する葉場公閤

（中区）であり、終点は瑞陵高校である。「人道の道」のルー

トは ① 一明公閣の一一一

交差点まで南下し、②高蔵交差点で東へ向きを変え、熱田

区六野2丁目の人道橋を渡って新堀川を越え、雁道交差点

を経由し市立瑞穂ヶ丘中学校まで東進し、③瑞穂ヶ丘中学

校正門前の郡道をパロー瑞穂、店の北東角の交差点まで南下

し、その交差点、より東へ瑞陵高校正門までの設定である。

「人道の道」の計画当初は、杉原氏の中区の住所（当時）か

ら、五中校地（瑞穂区高田町、現在の市立瑞穂、ヶ丘中学校

校地と私立高蔵高校・中学校校地を併せた敷地）までの通

学路を予定していた（名古屋市議会総務局長答弁、平成27

年（2015)11月27日）。しかし、同氏の通学路の文献資料が

見つからず、また、当時の道があぜ道であり残存していな

いため、特定不能と当局は判断したそうである。したがっ

て、「人道の道」は、杉原氏の通学路をモチーフに、上記の

ように同氏とゆかりのある場所を繋いだルートとなった

（問題は、上記の③のルートである。歩道がなく自動車の

往来が多くて安全性に疑念がある郡道を長く利用するルー

ト（当局の案）ではなく、瑞穂ヶ丘中学校のすぐ南側の道

を東に向かい、瑞陵高校の感喜堂（名古屋市最古の講堂）

と大正時代に建てられた旧正門の南脇を通るルートを私は

当局に提案している）。r 五中街道
「人道の道Jの中で上記②のうち下線部が、五中街道であ

る。五中街道とは、『（尾張図）愛知郡誌jによれば「大正l 6年 (1917) 2月郡会において、呼続町地内第五中学校に

五中の創立（明治40年 (1907））は八高（明治41年（1908))

に先立つ。この 2校の設置を含め、当時、御器所台地界隈

は開発ラッシュであった。そのl鳴矢は熱閏兵器製作所の設

置計画であった。

明治37年（1904) 2月に日露戦争が勃発し武器の大量供i
給が必要となったため、同年11月に政府は熱田兵器製作所

の設置計画を決定した。熱田兵器製作所は愛知の近代工場

の先駆けとなった。この計画を受け、明治38年 (1905）に

名古屋市会が決議したのが精進川改修工事であった。明治

44年 (1911）、この改修工事が完成すると精進川は新堀川と

改称された。新堀川は大運河としての機能も有した。以前、

私は五中1期生の江戸川乱歩氏が在学中（明治40年(1907）～

明治45年（1912））に中区の実家から五中まで自転車通学し

ていたことを指摘した（瑞陵会報2014「瑞陵と江戸川乱歩」）。

精進川改修工事という当時の名古屋市の大プロジェクトを

乱歩氏は通学時に自転車に乗りながら垣間見ていたことに

なる。

この改修工事によって産出された土砂の一部は熱田兵器 2
製作所の建設のために利用された。残余の土砂によって、 3
水が沸き湿地だった「水流間（つるま）」地域が埋め立てら 3
れ、名古屋で最初に整備された公園である鶴舞公園が誕生 3
した（明治42年 (1909））。翌年、大規模な博覧会「第十回

関西府県連合共進会」が鶴舞公園で開催された。

明治42年（1909）、五中の正門に面する郡道千種街道が完

成した。千種街道とは、南端は東海道の呼続（南区）、北端

は飯田街道の古井坂（千種区）に通じている道であり、現

在では単に「郡道」と呼ばれている。

このような一連の開発ラッシュの直後、 6期生の杉原氏

は新設校である五中に在学（明治45年 (1912）～大正6年

(1917））した。そして、杉原氏の卒業時期に前後して五中

街道は完成したのである。杉原氏が通学路で限にした景色、

また、五中の多くの生徒が五中街道で眼にした：民色は、鉄

道駅、工場の赤煉瓦、新橋、新運河、洋風の新校舎など近

代化の結晶であった。

5 おわりに

杉原氏が通学路で｜恨にした近代化の遺物一一鉄道駅、赤

煉瓦、運河などーーは、現在も五中街道界限に残っている。

五中の多くの諸先輩が通学路として利用した五中街道が、

今回、「人道の道Jの一部として指定されスポットライトが

当たることに、私は感慨を覚える。 l 

【参考文献］

名古屋市建設l
局、 1957年）

名古屋市瑞穂区役所『瑞穂区誌 区制施行50周年記念J（竹

回印刷、 1994年）

古屋市昭和区役E

知県立愛知商業1

誌j（大同印刷、

古屋市立高田小三

リント、 1977年）

高田J（神山プ
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杉浦桜石碑について

昨年の瑞陵会幸llに拘放された五111三九会小野茂勝氏の

「杉浦桜を守ろうJという呼びかけに応えて、 ＝リL会を小心

に20名から非金をいただいた。これを），qこ、瑞｜凌にご縁の

ある機々な方にご協力をいただいて石碑が完成した。

好天に恵まれた2016年4月9日（土）、ほころび始めた八

重絞のもとで新井校長先生はじめ五r!J三九会8名の参加を

符て除幕式を行うことができた。

.(ii¥！文内容、協賛者は以下のとおり。なお三九会からは伐

金2万円を維持管理由と して瑞陵会にご若干イ寸頂いた。碑の

洗浄、周囲の除11＇~等、 学校と協力して也：週！をしていきた

u、。

llf!手n20年 (1945) 6月26日 米箪機の空襲により母校五rjI 

山の防空桜が直燦~ij（を受け、そこに巡目IF. していた五中39回生

杉浦尭君 （2年生・ 14歳）が亡くなった。

昭和63年4)'! 同JYEt冶志15名は杉iiiは！の鋲魂と平和lを祈

念し、 ここに八量級を植樹した。

今や戦後70年 この間に桜を植えた同志12名が他界、彼等

の慰輩の念も加えこの記念樹の思いを後知に引き継ぐため、

ここにこの砕をm:.1'Lする。

平成28年（2016)4 J=J :11.中三九会布芯

募金協力者天貝ブJー 有n道夫飯日｜締彦伊藤元

磯部苦！！ 山i少怖遠藤正llB 加J除栄一 加藤 l~il

国島康文後藤幸夫 鈴木隆治 nI q-1｛~； 'f;J 日比野進

安井功 山本述調t伊藤賢造 （liAI） 必重統 （山20)

世話人代表斎藤亮 小野茂勝

石 1ii¥! : （附法林~！／務古川正洋様 （世llR~父がが－f!ll氏 3 Im) 

桜の養生： kl~＼官 )Ji凶専務思宮剛椴

Iii＼！文部宅 ：：本校主iill講師 大矢翠光先生

（事務局森）

生命保険 ー損害保険代理業

株式会社工イチ・ケイ・コーホ。レーション

炉取締2加 藤秀 雄

(Jお251而｜）

干352・0006 埼玉県新鹿市新座1-13-19

TEL.048-485・1483 FAX.048-479-7701 

Email katochan@df6.so-net.ne.io 

〈メロディー〉
ブラスパンド同好会かうクラブヘ

長 谷 川 邦 雄 （瑞19回）

この頃、 一人、ギターの弾き語りで、玉也市二の「メロ

ディーJという 1111に心ひかれて歌いたくなるときがありま

す。安全地引；というバンドをj開放して、 一人で音楽活動を

続けていたとき、廿のバンド仲間のことを思い山して作っ

た｜｜｜｜だそうです。

木造の旧校舎の北側に隣接する尾張日校（現名古屋大谷

山校）から授業後のブラスパンド部の練習する音がいつも

流れていた。中学：の頃、 3年間ブラスパンド部に在籍し、

糾刊に明け諮れていた頃を思い出させた。同級生に誘われ

てホッケー音I＼に入部するが、互のインターハイの試合が終

わった後で退部してしまった。地元の瀬戸Tl'i古瀬戸吹奏楽

111に絡をiu：き、祭りの行事などで演奏をしていたが、なぜ

か、ふと高校でもみんなで音楽を楽しめたらいいなと、塀

越しに｜剖こえてくるブラスパンドの昔を聞くたびに思うよ

うになっていった。l年生の夏が過ぎ、文化祭、記念祭の

行事に参加 し、 q-1 ~学校のそれとは逃い、規模や学生の勢い

などにとても感動したものだ、った。ただ中学校の行事では、

迎励会の入場行進、 IJfl閉会のファンフ ァー レや文化祭の演

奏などプラスの行が榊l主の一部をなしていた。

瀬戸の1:j:i学から一緒に行った友人と通学氾車の中で、ど

うしたら音楽の好きなやl1lllJを集めて高校内での活動の場を

作ることができるかといつも話していた。そして、他の友

人や先輩のWJ言－もあり生徒会に相談をもちかけることに

なった。当時の3年生の会長にその趣旨を伝えたと ころ、

生徒会の役貝で応援団を構成していて野球の試合などで応

援をしていたが、他校では応援団とプラスパン ドで応援し、

迫力の差を！必じていたところだと聞かされた。メンバーさ

え集まれば同好会と いう形で、 学校から練習場所として楽

部の保管所などを貸していただけるということになり、

さっそく掲示板などに非集の張り紙をすると 1年生9名、

2年生5名 （他の部活に在籍している協力者）が参加して

くれた。希望者全以が集まってはみたものの、楽器を持っ

ていない学生が半数以上いたと思う。大物のチューパ、バ

リトンなどrj1低音域の楽器は皆無。 当然打~慌の；J、太鼓、

大太鼓、シンパルなど首位もが個人で‘持っているはずがない

ものである。個人で持っていた楽器は トランペッ ト3本、

フルート 1木、 トロンボーン 2本、クラリネ ットl本だ‘っ

たと思う。ブラスパンド同好会の練習場所は一番北側の校

てうかど動物病院

｜沈 長
!;V: l豆r.m 寺 門

太子歯科医院

院長 小 森敦夫俊 博

(J，品451日｜） ｜ （瑞33回）

干465・0087 名古屋市名東区名東本通5・19 ｜干458・0823 名古屋市緑区太子2・190

TEL.052・703・1101 FAX.052・703・11 89 I TEL.052・623・1184 FAX.052・623-0799

http://www.terakado-ah.com I http://www.taishi-dental.com/ 
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舎の西側の教室、学校内では、一帯隅っこ。楽器の古はと

ても大きく、 他の学生に迷惑にならない場所だった。保管

場所は生徒会の一戸建ての建物の中、地下室というより、

床下のようなスペースを｛昔りることにした。秋のいろんな

行事も終わり、秋風が少々冷たく感じるころであった。

その後は、~計？を調達に今もある柳橋のヤマハピルへ。

楽1111は現在と追って行進1111が中心だったので、，＿，＿1学l時代の

1U1と古瀬戸吹奏楽団での比較的、初心者向けを選1111し、リ

ズム楽器がないため全員に~J＇日lj にカンパをお願いして小太

鼓を購入した。入会II寺に楽器を持っていなかった人は、個

人負担で比較的rtいやすいクラ リネット、フルートなど希

望のものを購入してもらった。今思うと全くのゼロからの

スタートであった。 l年生はそんな感じで同好会の形作り

に奔走し、練習は「プカプカ ・パカパカjで半年が過ぎてい

き、校内での演奏の機会は l肢もなかった。

2年生になると新入生の募集で9名の会員が集まってく

れた。後でIJflいた話では、後に初代の部長になる生徒のク

ラスが中心になって、 ）~を掛け合って参加してくれたとい

うことだ、った。私の学年と同じく 1:j1！字：での経験者・は少なく 、

ほとんとPの人が楽器を個人で、持っていなかった。それぞれ

が入会してからトランペット、フルートなど個人で購入で

きる楽器を手にしてからのスター卜だった。基本的なリズ

ム音域、 ＇l＇低音域の楽器のための予算は同好会にはなく、

Wi奏のi時にはそれぞれの出身1=11学校にお願いして貸しても

らう状態がその後2、3年は統いたと思う。2年生のH寺に

は、夏の県大会に出場する野球部のための刈谷球場での応

援演奏を生徒会から依頼されたり、予陵会や文化祭など少

しずつ演奏する機会が増えてきた。 l年生だった1964年、

東京オ リンピックが｜品l催された。現在改修中の国立競技場

開会式に1!(1り暫くフ ァンファー レの音。11°1：：後にはI出光館

でも同じファンフ ァ ーレが1!1~ り科いたのである。実質的な

バンドデピューでもあった。

3 年生のIii,~＇・には、新入生 9 名の参加を得て総勢2sr，の会

員数となり、何とか人数的にはプランスパンド同好会とし

て形をなすようになった。そして以後となる文化祭には、

オーケストラ構成と合唱でシベリウス作曲、交響詩「フイ

ンランデイアJ、スメタナ作山、交響詩「我が祖国Jの第2出l

「モルダウ」の21111を演奏することになる。音楽部の百I）只そ

れに卒業生が＇－＇ ＇心となり、あっという rr.1に企画が進行して

いく 。音楽でいうノ リそのものの状態だ‘った。本物のオー

ケス トラの構成にはほど速く、あり合わせの楽器椛成だっ

た。プラス系はブラスパンド同好会が中心に、コントラパ

スなど大物の弦楽器は卒業生が在籍していた名古屋大学の

オーケス トラから｛昔り、指導を受けた。合唱は音楽部，，，心

に全校にJ!iをかけて70名もの有志に集ま ってもらい、 この

合II目のメンバーを加えると約120名の大所；m：となっていた。

このがi突の時にもまだ瀬戸の中学校から大物のプラス楽器

を友人と二人で片道 211寺問かけて運んだ。JllJ光館の舞台

いっぱいにメンバーが揃い、演奏する側と飢客とが一体化

し感動を共有できたことでM奏l:jJ、目頭が熱くなったこと

を記憶している。それも学校、生徒会、 ft楽部、合II品の有

志、プラスパンド同好会の会只の協力があってこそ初めて

なし得たことだと思う。

卒業後、同好会が音［）へと！1'1－絡し、新入生もなんと26名が

入部したこと、そして現在は部員数日名ほどで、コンクー

ルにも入賞しているということを故近、 :fJJ代帝11長からliflい

たときには内心「ホッと」した。後輩の人たちが、私たちよ

りも っと大変な事を経験し、ブラスパンド創刊の歴史を現

証まで繋いで・くれたことに感謝している。

*) 1998(.lc::までは、名称はプラスパン ド部、 1999年より吹奏楽

部にクラブ名が変更されています。

あとがき

30i・1::111Jほど、陶芸の研究が忙しく、音楽からは離れてい

ましたが、「19回同期会にオヤジBAND組んで懐かしの

ポップスを演奏しませんか・・・？Jとし寸述絡が入り、演奏

を再開しております。

〈迫記〉

今回の原稿執筆にあたり、端陵高校教顕 ・兵藤先生、瑞

陵会事務局 ・森先生、ブラスパンド部初代部長・im慎二郎

氏にご協力いただ、きました。記して感謝Ji！し上げます

つばめ自動車株式会社

2表附2天野清美

金型、専用機の設計製作

ムツミ工業株式会社

代表取締役近藤哲 JUL 

(J/IJ22 l!!I) 

干462・0866 名古屋市北区溜薦光町5・1

TEL.052・913・2111≪也 FAX.052・913-2100

http:/ I『nutsumi-industry.co.jp

株式会社アオキスーパー

取締役
相 談 役 青木偉晃

（耳目17凹） I CINJl 71fiJ) 

干460・0008 名古屋市中区栄一丁目2Hl17号 ｜ 干453・0054名古屋市中村区鳥居西通一丁目llfi地（本社）

TEL.052・201-80310自 FAX.052・201・8036I TEL.052-4 l 4・3600 FAX.052・414・3609

http://www.tsubame-taxi.or.jp I http:/ /www.aokisuper.co.jp 
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瑞陵会報

脱皮できない蛇は死ぬ
（ニーチ工、もしくはスッタニ・パータ）

江口倫郎（瑞19回）

ニーチェの言葉として有名だが、もとは仏教の経典にあ

る「脱皮できない蛇は死ぬ」という言葉が、自分の過去を

振り返ると思い浮かぶ。高校、大学を通じての多くの同級

生は正常進化を続けて穏やかな人生を送っているようだ。

彼らと比べると確かに多くの変節を何度か体験している自

分は変わっていて、話題としては而白いかもしれない。入

学時には150cmに満たないチピで、クラス (106R、208R、

303R）でもクラブ活動（硬式テニス部）でも冴えず引っ込

み思案な自分だったが、高校3年生秋における突然の進路

変更をきっかけに、自分を生かす道を模索しながら転身し、

アクテイブかつ外向的に過ごしてきた人生を、 3皮の脱皮

行為を通して紹介することで、遅れ馳せではあるが存在を

アピールしてみたい。また瑞陵出身では数少ないカーデザ

イナーは、同じ美術分野でもアーテイストと異なりアノニ

マス（無名）な職業であり、その知られていない仕事内容

もこの機会に紹介しよう！

受験直前、最初の脱皮
高校3年生の秋も終る頃、「太田先生、芸大を受けたいの

ですが…」と職員室を訪ねたl時が最初の脱皮行為である。

高校へ入学した当初は飛行機の設計がしたくて、工学系へ

の進学を想定していた。希望はプラモデルマニアとして有

名だ、った木村秀政教授のいる日本大学だ‘ったが、「うちは、

私立はだめだからねjと親から釘を刺されていたため諦め

た。しかも航空工学科は限られた国立一期校にしかなく、

当時の自分の成績と自己管理能力では口にさえ出せなかっ

た。何せ帰宅後は勉強もせず没岡を描くのとプラモデルを

作るのに専念する毎日だ‘った。ただし、そんな趣味をきっ

かけにカーデザインという世界を知り、同級の川喜聞から

「リンロー、こんな学校があるぞJとデザイン科のある美術

大学を教えられたのが転機だった。おりしも地元愛知！に県

立の芸術大学が創設され、カーデザイナーとして本で見

知っていた由良玲吉教授が就任しており、一気に気持ちが

傾いてしまったのだ。

受験直前期での進路変更に驚いた先生は翻意を促したが

闘い決意は動かず、美術の国枝先生に相談し「先ず鉛筆

デッサンからだねJと言われて美術系受験に急越備えた。

学科 1次試験は受かったものの、試験寸前にポスターカ

ラーを購入している状態では、当然ながら実技で落ち、当

時の瑞陵の大勢であった浪人生活へと突入した。しかしそ

の生活は天国だった。「そんな絵を揃いとっては受からん

よjと東京芸大出身の講師に言われ、石膏デッサンには苦

労したが、平而構成で、色を塗ったり、立体構成で工作した

りという、美術の授業を毎日、朝から晩まで受けていれば

よいという生活は楽しく充実したもので、母からも「諮桜

色の浪人生活だね」といわれた。

翌年は県芸一本に絞り、新設校で人気も高かったが、 20

倍という競争率を勝ち抜き、 3J羽生として無事入学、希望

していたカーデザイナーへの扉を抑し聞けることができた口

その後も色々とリスキーな選択はあったが、乗り換えた道

は本当に自分に適合していた。今振り返ると、この時の転

身成功体験が、その後の人生における積極的な決心と脱皮

行動を支えているのかもしれない。大学での授業も姉阿と

制作作業が基本で、没岡とプラモデルがテーマを変えただ

けであり、毎回の課題にワクワクしたものだ。念願の由良

教室に進んだ3・4年はライバルと競争－しながら、さらに

刺激的な時間を過ごした。

大学を卒業して入った新生・三菱自動車工業の意匠謀で

は、「エクステリアデザインしかやりません」との主張が通

り、希望した小型車エクステリアスタジオへの配属後、ミ

ニカ、ミニキャブ、 ミラージ、ユ等を担当した。課内外の優

れた先輩たちに影響を受けながら描匝i技術を高めるととも

に、企画やマネジメントを学んだ時期でもある。オイル

ショックはあったものの自動車産業は右肩上がりで発展し

続け、幅広い車種の外形デザインを体験し、自分のデザイ

ンが採用された車たちが街中へ送り IHされていった。背手

だ、った英語を学びなおし、 25歳の時に給与10か月分を投資

し米国Oshkoshの航空ショーを見学、翌年には会社のロー

ンを借りて現在の土地を購入した。 33歳の時には米国Art

Center College of Designへ社命留学もできた。この時は

英語担当でもあった太田先生に心から喜んでいただけ、恩

が返せたと思う。何せ高3の英語はずっと lだったから。

この留学経験はさらに活躍の場を内外に広げてくれた。

社内では海外スタジオとの競合プロジェクトにも登用され、

新型スポーツカー、 SUV、そしてモーターショーに出品す

るコンセプトカーにも毎回かかわることができた。海外向

けのデザインを通常業務外で依頼されることも多く、それ

を機縁に1987年に始まったソーラーカーレースWorld

Solar Challengeへは、「NTVレイトンハウス号」のデザイ

ナーとして参画することができた。 80年代は会社の最盛期

ともシンクロし、人生で最も充実した時期であった。獲得

した英語能力で、米国企業との会議出席やVIP対応等、豊

かな国際体験も増加した。また上司の命によりJIDA（日本

インダストリアルデザイナー協会）の会員となり、 1989年

の世界デザイン会議名古屋では実行委貝としてソーラー

カーデザインGPを提起・担当し、その後の日本のソーラー

カー普及の橋掛けとなったことも思い出深い。この頃、仕

事ではシャリオ、 RVR、ミラージュ、ランサ一等10余車種

を主任として担当しており、人生で最も睡眠の少ない時期

である。

以上のように高校における脱皮後20年は、リスキーな判

断をしてきたものの、基本的な方向は変わらず、デザイ

ナーとしての能力向上と実績増強という一筋に山を登り続

けてきた時期といえる。

管理職寸前で2度目の脱皮
それは40歳のときだった。のめりこんでしまったソー

ラーカーレースの意義を信じ込んだ僕は 2回目のwscに
個人でエントリーしてしまい、その準備と参加のために会

社を退職する決心をした。仕事も順調でプロジェクトも多

く、「4月には課長だぞ」と、上司からは引き留められた

が尚校の時と同じく翻意は考えられなかった。 1990{f~ 2月

デザイン諜全貝の送別会で、見送ってもらったことは忘れら

れない。もともと大企業の管理職は嫌で、由良教授のよう

な自身のデザイン事務所を持つことが希望だったので、

「大変心Jではなかったが、 wscが迫っていたため何の準

備もなく退職したつけは大きく、レース資金のための借金

がその後数年間のしかかってきた。この時は本当に苦し

かったが、日本各地でソーラーカーレースが開催される時

期と重なり、新作の「ソーラージャパン号」でオーストラ

リアを皮切りに国内レースを転戦した。

1993年の第 3回wscの時には何とか借金は完済できて

-9一
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が選んだカーデザインという仕＇］~Iまライフワーク起りえな

いという ことに気づかされた。デザインは基本的に組織的

創造であり、自己完封iできないジャンJレである。絵阿やク

ラフ ト、 ジュエリ一等のデザインは、技術さえ習得すれば、

他人に和らず一人で‘企凶i発恕から拠品の完成、 i仮必まで達

成できるが、カーデザインは一人で完結しえない。企業で

デザインを決めるだけでも、モデル ・｜災！而・ 設計検討、＊

近では3次元CAD担当者も加わり、大人数がサポートし

てくれる。

そこで新しい迫を悦涼したljIで辿りずiいたのが認知l科学

だった。地元の名町民大学の｜品！川救J受を訪ね、過去の実績

と研究希望を説く と、「而白いですねえ、実験内科を考えて

みてくださいJ と UIJJ<i~に受け入れられ、共同研究者からス

タートし、新しい知見を習得しながら I論文執~wを U指した。

11HJJは白分のデザイン経験を容制的に；刊Iiiされるレベルの

i論文にまとめれば良いくらいのll的であったが、だんだん

向上欲も山てきた矢先、教授から 「今度、東京大学に移る

ことになりましたJと聞かされ、研究を続けるうえで遠く

の大学院を受けざるをl~I，なくなってしまった。 全く興分野

の北礎知識を学び11'1：すと いう 1:1 己改11＇•：の必要に迫られ、英

語の勉強も再開することになって しまった、とはいえ昔と

民なり優れた学1司教材ーもある。数l立の挑戦後、受験3か月

！日jにTOEIC800を達成 し、これで受かったと雌伝した。

「ゃったよ！先生Jもう訓告はII十わないが太問先生の顔が浮
－／）、ぶ。

5%足で
スに入学。博士前！日j部私！は名古hlと東京でのこffEl:i首をし

ながらも無事にこなした。修論のテーマは「カーデザイン

のアー トエスノ グラフ ィ」と し、デザインスケッチをデー

タとしてデザイナーの創造行為を分析したものだ。しかし

後J抑制程3年まで進んで体を壊してしまった。i内・煙草も

せず.blき生前習慣を続け、他J,)iI診断のデータも必くなかっ

たのだが、突然、肝炎を}Jj（因とするネフローゼ指伎俳の診

断を受けた。現夜、員IU向指定を受けており 、原1.1.:1も不明で

l医者によると「交通＇ Ji・放みたいなものですねjとのこ とで、

後悔どころか反省のしょうもない。

ただ、 3伎の脱皮行為をよく与えると、 対初の2凶は自

己の芯；志に合わせて進む追を変挺したという形だが、3度

1~1 は逆に進みたい迫に合わせて fl 己改革を行ったという遣

いがある。巡肘後でもあり、老化や休日の変化に』｜｜え、f写
i品l、l,'Jj:i車パスでの京京・名古）!flのれ組、それに力IIえ、再開

した班式テニスの荒いコーチ;t11T:の迎 21凶のレッスンと、

調子に乗りすぎたなと今思う。2年Ill!の休学を終えて昨秋

復学したが、今も来；物治療と食·＇l ~抑法が欠かせないが、あ
と少し頑眠って博論の完遂をH~flすつもりだ。 加えて、 来
年30周年となるwsc記念半のデザインを依頼されている

ので、この後直ぐにスケッチに人る予定である。今後もご

il: 11ください ！

(U l~L: http：・／／www.e-guide.ne.jp/)

おり、メンパーのお｜岱でfo：日新聞社の｜必ずtを1i1＼られ、

「MAINI CHIサJのれ1ilJで針金の心配なく レースに参加す

ることができた。4JJHの誌而では 3Li lllJ 4ページの述ilJ(で

随行取材・してもらい、，，！.：：楽に向けたソーラーエネJレギーの

可能性をアピールすることができた。その後の大｜助光発・，u:
の尖川化と発展はご存じのとお りである。仕事。のTillでも幸

いJill段8か）J 後にはその後長期］にわたって関係の続くクラ

イアントとデザインl紙託契約ができ、村：uも増やして削訓

に業~~·tは 1i1J 卜．していった。
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多分、最後の脱皮とつまずき
:i；.業務はl’l動stO:JIJ1'11＼のIJfl発とデザインだったが、21111：紀

に入るとい｜際化のrj1で環境も変わり、クライアントがその

事来－から撤退することになり、クライアン トの社日ともど

も新しい織を探すこととなった。！I次訴陀を｜次｜りながら従業

員は何とか新しい験場へとつなげた。1守分内身の新しい辺

も考！＆.する必要に迫られたが、すでに構想は極めていた。

父親の介護を通じて分かったのは、 l~I 分が若いころ思って

いたより人生は長いということだ。そして残念ながられ分

制~妥Jl会では、 f7心I • ・ 1治段！と1M1U シ リー
ズのJJ;(.mを求めています。 ！］~件、 111 米・J~、卒

業生のi;f；~剤、学校行’l人生徒会的lfVJ、クラブ活
動などについて ，1~いていただける ｝j 、 資料を

JJHJt していただける ｝jはふるってこ’角川，.：~ くだ

さい。また、 JffU.J!Sしていただける方があれば、
その情報も制.!I~ －£？Hにお知らせください。
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武田佑己

今回、映画 f杉原千畝jの主役を出じられた唐沢寿明さ

んとお会いする機会をいただけて本当に光栄に思いました。

そのイベン トでは唐沢さんとチェリン蚊’併と杉原千畝さん

の山身地である八百津118・長さんが来られました。そこで映

｜血iを記念したプレー トが待JI甘され、八宵WlllJ名物のせんぺ

いをいただき ました。実際には｛沢さんと会うということで

とても緊張しました。 しかしそんな緊張でガタガタの僕に

も話しかけてくださって、とてもかっこよく、いい人だな

と思いました。このことは伎の一生の宝物です。

また、瑞｜控の後JUJ文化的行耶でその映画を全生徒で鑑賞－

しました。僕はその映画を過して文字だけでは知り得な

かった杉原さんの新たな而を見ることができました。それ

は今作で強調されていた北満州鉄道j＂（収における杉原さん

の諜報手）胞の素晴らしさなどです。ソ述人同を拒否されリ

トアニアに赴任することになった現lhが、 この件でソ述が

一敗j地にまみれたからだ、ったとは・1 当H寺の大国ソ連に一

目白かれるなんて本当に凄いことです。

杉原、さんの話になると今までは「命のピザ」とか 「当H寺

の外務省の制止をポ11し切って1'1いたJというように、ユダ

ヤの方々との鮮を表わすものがほとんと’だったので大変興

味深〈鑑11・できました。私にとって一番の意義は 「ユダヤ

人の逃避行の大変さを！盛じたこと」だと思います。彼らは

ピザをもらっただけでは背任中に門的地に行くことはできま

せん。「協力者jと呼ばれる非ユダヤ系の勇気ある人々の行

動が必要でした。シベリア鉄道で逃げること、日本海を船

で波るこ となどひとつlllJ迎えば奈落に務ちてしまうような

ことを釆り越えた大変さ、それは決して文章で表現しきれ

るものではなく映像を過して初めて実感できたように思い

ます。僕たちは再びii没争を起こしてはいけないこと、ユダ

ヤ人にナチス＝ドイツが行った非道な行為を忘れてはいけ

ないことを改めて感じました。

以後に、 生徒会予i~：だけではできなかった映画鑑賞会が、

｜礼

映画 『杉原千畝』のこと

平成27年度後m1生徒会長

『杉原千畝』
平成27イ1~12月 l決問 『杉原子ii刈 が公開されました。そ

れに先立ち、主演の唐沢野明さん、チェリン監督らが、公｜；；！

キャンペーンの一環として2015年12月 1日に瑞陵高校を訪

れました。

また、年度末に行われる生徒会行事で 『杉原千l砂、jを鑑

ti・することを計阿しましたが、上映中のl決聞とのことで山

知な針JfJが必~になり、同窓会が70万円を補助して’%~lに
こぎ請けました。2016!.i".3月15円（火）に金山怖のけi民会

館で 1 ・ 2 年生全只と 2f接した 3 年生約60名 、 定ll~~＇ WIJ~i出

者等；l"l-850名が鑑賞しました。

唐沢寿明氏インタ ビュー

杉原千畝像は

（ビザの発行も）当たり tilJのことをやっただけ という人で、

気持ちを表にII＼さない人と思っていた。外務省を砕めてもいい

という思いでピザを先行したことを思うと、熱い思いを持った

人だなと改めて思いました。

リトアニアの大使館では、窓、と道路とが非常に近い存不正でした。

抗日必では少し距雌をおきましたが、そんな近くからユダヤの方々が

訴えられたら、突き!fi)Jかされるものがあったと思います。

映画

撮影に関して気をつけたこと

日本人であるという ことを、第一に心がけました。杉JJ；（さん

の熱い思いについては、後から釘lって良かったと思う。熱い.m
いをあえて（劇的に）表現しないことで、杉原さんの気持ちが

伝わったと思います。

リトアニアの人は議もが杉原千畝のことを知っていますが、 H本

人ではまだまだです。少しでもまIIってもらえたら良いと思っています。

（瑞陵）高校生に対 して一言

好き勝手に生きていけばいいと思う。思い切り勉強して、思

いっきり遊んで、恋もして挫折もして、そういう経験を和んで

いってほしいと思う。1出陵高校の生徒諸君は杉Jjf（千Ji瓜のことを

勉強しているけれど、まIIらなかった面も映画を見ればわかると

思うのでぜひみてほしい。

戦後70年という節目に映画が出来たことについて

最初簡をもらったときは、そのよ うな話はなかったけれど、

そのようなことなって大変うれしし、 71年でも72ifでもいいか

ら、知ってもらうべき事はいつでもいいので釘lってもらいたい。

（！惑B'.i~~にて）

八百津町から贈られたプレート

2015年12月1日掲載許可済

？＂~~ 
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心に刻んだ杉原干畝

3 （，日制lII寺枝 奈々子

今回の文化的行事でSlた「杉原子Ji~J のl決 1 1lijは人によ っ
て械々な解釈がIll来る映間だ、と私は思った。タイトルこ

そ 「杉原千畝Jだが別に彼の一生涯を揃いているわけでは

ない。主要なスポットこそ彼に当てられているが、 「杉原

千畝」が主人公ではない。小学校のころに説んだ伝記には

彼の一生が舎かれていた。 だから純粋に 「この人｛i'1~ いなあ、

すごいなあJと思えた。伝記では「杉JillTサ払Jのことしか

白かれていなかったからだ。しかしこの映阿では彼のほ

かに峨々な人物が笠場する。 配属された~fi ~Jf. f!\'iの :ijl,J也で
取ったスタッフ、ユダヤ人の友人家版、他の！Iiiの外交1有た
ち…。彼らはいわゆるサブキャラクターであり、よr・畝とl対
わることによって巡命が変わった人物たちだ。

私は、この映画はサブキャラクターの個々のストーリー

に r111i寅』している杉原千畝の場而を切り取った総集編だ、

と思った。 領事館スタッフはJi~初、ユダヤ人lこピザを発行
することにあまり協力的ではなかった。しかし終離の場而

で彼はユダヤ人の女性に対して優しい言裁をかけてピザを

手渡す。最後に千Ji玖は門分のサインの代わりとなる判子を

彼に託して車上の人となった。この時に私は磁にある 「ス

タッフである彼のストーリーJを感じた。千畝は主人公で

はなく、彼らに変化を与・える「キーパーソ ン」と して抗か

れている。スタッフの心境の蛮化の＂I心には千畝がいる。

だからこそ、千畝のことを「教科・i1l：にii配っているイぷい人J
という表而的な認識から「心の底から迎いと思える人Jに

変わるのだ。きっと伝記を読んだだけでは感じることの山

来なかった感的だろう。伝記では、他の人物のことはあま

り姉写されない。他の人物の変化から千畝の波さが分かる

のだ。

多くの人にこの映画をμても らい、「杉以千1i玖」を「心」の

教科主i：に刻まれた人物にして欲しい。

オペラ「人道の桜J

西郷 孝（Jll1l271ITI)

1Wt阿「杉原千畝J は宣伝の効栄もあって広く ~II られたが、
昨年はオペラ「人道の桜Jが上演されたイ，，でもあった。

杉原千畝を題材にしたオペラは、すでに200611~ 2月24日

に初出された、「愛の白夜J( 3非5坊）があった。神奈川

県民ホーJレの閉店'.i30／~ij年記念委嘱作1日で、作1111が一柳慧、
台本が辻井荷で、初演は外山雄三の折抑、（t ~I：挫の演出、
北村191子の振付、 主i~r も ~ IニJJ；（秀人 ・ 天羽191嵐、 合IY＼が東京
オペラシンガーズ、管弦楽が神奈川フィ Jレハーモニー管弦

楽団という豪華な削ぶれによる本格的なものものであった。

このとき は残念ながら都合がつかず初出を仰に行くことは

できなかった。（20091[:5 H に「改訂決定版J として~1i泌さ
れたようだ）

杉原千畝研究会のま1m、早稲田大学の協力を得て、「杉原

千畝物語オペラ 『人道の桜JJが上演されるという裟内が、

研究会会員誌 『せん（i"jに同封されてきた。総指抑 ・作

1111 ：安藤由布樹、脚本 .i寅出：新南旧ゆり、欧修：渡辺

勝正（大正出版社長）というもので、 2015'.li'5対12日には
リトアニアの首都ピリニュスの国立ドラマ劇場で初i貸され

たという 。 早稲田大学の大m~講堂で2015年 7 月26日（日）
16時間前で行われるという。先着1.000で入場無料とのこ

と。早速、以前に杉原千畝氏の番組を作ったUテレ系の

ディレクターの金滞知チさん（瑞43回）と埼玉県警科捜研

の杭伯好尖－さん （瑞511111）に述絡をして行くことにした。

「先消Jiff［」とはどういうことだと思っている と、 当日14時か

ら「幣）］！券」を配布することになったという知らせがあっ

た。 それでも、獄＋！・の「，， を大m~ r.ti~堂Tifjで並ぶのかと思うと
気がJf（くなった。その後、早稲田大学の実行委員会によ っ

て寄付した人向けに指定席が設定さたので、炎天下の行列

に誕ぶことは回避できた。大l盟諸堂は音楽堂ではないので、

~，7：・1勺もがt く、ピアノ伴奏版による短縮版での上演であった。
オーケストラによる完全版は12月5日に品川のホールで上

｜決する予定だという。

行ってみたら大jU!k緋立は満郎で、作Ill ！の安藤~1·1布樹氏が
都台拠でピアノ伴奏し、歌手である新商凹ゆり氏が幸子さ

ん役で熱i泌された。杉以千i弘氏にちなんでピリニュスに植

樹された桜並木の訴から物語が始まる。その様子は、

YouTubeにア ップされているので一部を見ることもでき

る。「！と尖に忠実Jでリアルな！Wt阿「杉原千畝Jとは追って、

「人道Jをテーマにした手・作り感のあるほのぼのとした「庶

民オペラ」といった！必じであった。「愛の白夜」は制ていな

いので比較はできないが、グランドオペラ的な一柳作品と

比較するのは無意味なことだと思う。主催者である杉原千

i玖研究会の大正出版の渡辺｝Hf正社長はもちろんであるが、

千l弘氏の長男の奥掠である美智さん、お孫さんのまどかさ

んなども来場されていた。

左から、杉原美智さん、佐伯、西郷、金j妻、杉原まどかさん
（早稲田大学大隈講堂前で）

12Ji 5日の「オーケストラ ・完全版jも佐伯さんと一緒

に品川きゅりあんに制に行った。 この日はI~阿「杉原千畝J
の封切卜｜でもあった。「オーケス トラJといっても、室内楽

的小編成で舞台拠でiV！奏された。「完全版Jなので、大隈講

:i:tのH守には割愛されたシーンもいくつかあった。何より、

「~11~ 1；けでなくホーJレなので官・枠も良く十分に楽しめた。

今年7月にはウズベ

キスタン公泌が行われ、

来年3月には新宿文化

センターでの公泌予定

があるという。ピアノ

伴炎からオーケストラ

まで編成はいかように

もなるし、公演l時IUJも
アレンジできるという

ことので、瑞陵高校で

J:IJI陵!.Eに観てもらう機

会をつくると良いと思

う。l決聞も良いが、生

WI炎は絡別である。
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端 陵 A
一品 報

平成28年度端陵会親睦ゴルフコンペの報告

f出陵会親II長委U会ゴルフ幹事 木村鍾治 （I；品181111)

時下持織におかれましてはますます御健勝のこととお

慶び＇＂し上げます。

瑞陵会ゴルフ幹事の木村です。昨年秋から今年ぶまでに

行われた親l陸会ゴルフコンペの結果等についてご制約Jllし

上げます。

平成27年ion7 u、部23回コンペをさなげG・Cにて、ま

た本：：：1:5 J-J 2511、米名古屋c. c （束コース）にて節2~ 111 1

コンペを尖施政しま した。 参加者は23回コンペが24~r （リj

性22、女性2）、2'1凶コンペが15名 （男性12、久性3）とい

う状況でした。また、参加されている卒業期は5lul生から

20回生となっています。

私がゴルフ幹事をさせて頂いてから、 既に今年で9年｜｜

となりました。昨年作、幹事の都合により一度中止を致し

ましたが、令部で16同のコ ンペを実施してまいりました。

この報告牲も今年で8阿目となります。

会l-1数は2イni可がピークで約60名程在籍してお りました

が、現在は50~r fi~｝ となっています。 参加する￥：業JYJ にも fir~

りが生じており、幹事の同期生である18回生が主体となっ

ております。この状態では同窓会の親l陸コンべではなく 18

間生の｜口J WJ ~I.：コンペの よ うな形になっています。 その f-.18

回生以外の参加者も凶定化されており、新しい方の参加、

特に新い卒業主Eの参加が見込まれないのは幹事の不徳のな

せるところと反約しております。 折jJ~ の同窓会ですので、

幅広い卒業JUJの方に参加して頂き、先輩とf愛知lllJのコミュ

ニケーンも｜ヌ｜って頂ければと念じていますが ・・・ ・・・。

1出脱会の親｜陸コンペは1ili本部役員が交代した後、 JJL本部

役l-1の参加はチfiど！！時く 、｝荷役員であった13回生の7削除hlJilllJ

を中心に何とか動いているのが現状です。このような状況

が続くようであれば今年度をもって一旦瑞陵会の税｜出コン

ペを打ち切ろうと考・えております。現在の本部には優勝ト

ロフィーを準備して頂いたにもかかわらずこの様な紡瓜に

なりましたことご特赦ください。 なお、本部役l~の方で,,j.:

親｜控コンペを引き継いで・mける方が居られる様であればJll
し送りたいと思っています。

瑞｜控会は来年llO周年を迎えます。本部のほうでは110!.'il 

年に閃んでJ己念ゴルフコンペを計画しております。来年5

瑞陵会役員の変更

JJを日進に佐合副会長の方で計聞が進められています。私

も今までの行掛り上、本部のほうに協力して行きたいと考

えております。この記事を見て興味のある方は、本部！！.Xい
は店、の方にご述絡即ければ幸いです。さらに関心のある方

は本年lOJJ初旬に計画している第25回コンペへの参加を期

待しております。

/1立後に

「人間の機知が発明した遊戯で、ゴルフほど健康な保養

と、1士快な興奮と、尽きることのない楽しさの源泉を与え

るものはない。j

アーサー ・パJレフォア

都231!!1、24回コンペ結呆（抜粋）

※試合は新ペリア （ダブルベリア）方式で尖施、 結採は次

の通りです（敬称略）

231111コンペ (1127・JO・7) 241可コンペ （II2S・5. 25) 

氏名 卒業JY] 氏名 事業JYJ

健勝 ；竜山 U[{ 16図 優勝 よ民恵m 16凶

叩l優勝 1Jlllf量 持j 18図 i終優勝 I竜山 問 18凶

3 I・!. -J:k~ 頼IJ 18同 3 ｛立 木村鎚治 18悶

5 Iii: イ｛村 一日II 20阿 5 忠良J以来子 7阿

7 1立 本会良和1 18回 7 flt: 内1燦 iE 181旦l

10 f1'1: 以来日否 131i11 10 位 加藤 材i 181ITJ 

出25問コンペは10月初旬を考えています。場所・ 未定

第24回瑞陵会親陵ゴルフコンペ参加者 （写真）

幹事述絡先．携帯 090-4850-1392 国052・205-6321

e-mail kimurashouji060l@yahoo.co.jp 

・刷会長に守In志郎氏 （瑞20回）

刷会長と して端陵会の活動に貢献されました江川別協．氏 (I；白L6）が平成27年11月に逝去されました。ごR栴をお祈り

いた します。それにともない、寺問志郎氏 （瑞20阿）（元愛知県教育委員会学習教育部長元明手II日校校長 現民城市校

校以）が、総会 ・主Ii.I陸委員会担当の副会長に就任されました。（ー財）端陵高校瑞｜凌会基金の股引も兼任します。

・学校の定JUJ人引持動lことも なうもの 総務：兵雌 11’I人（全llllilJ教頭） 会計管理： 凹中 義仁（事務長）

・常任怜Jjr追加l 三品 耕作氏（瑞47)

平成27年度ポプラシー ト報告 （ポプラシー トサl業は千成28年度で終了いたします。）

部lIn! 10月17円 （土 ）節21旦l 12月20Fl （日）

日本特殊陶業市民会館 43名参加 京都 ・南座 30名参加l
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瑞

平成27年度瑞陵会会計決算書

収入済額 7,041,243円 支出済額 5.198.186PJ
残額 1,843,057円

収入の部 （単位：円）

項 日 予算額 収入済額 残額 摘要
繰越金 2,976,229 2.976,229 0 JiiJir：度から繰趨

繰入金 2.059,500 1.889,804 ム169.696 tt助会費会計語、ら繰入

入会金 1,170,000 1,131.000 ム39,000 3.0001'1 x3n名

参加 費 1,500,000 705,000 ム795,000 総会参加資

広告収 入 400.000 316,340 ム83,660 名刺広告収入苛；

雑収 入 271 22.870 22,599 名簿lfH~、孤金利息等

メ口』 計 8.106,000 7，似1.243ム1.064.757

支出の部

項 目 予算額 支出済額 残額 摘要

事務費 1.800.000 512.595 1.287.405 
報償資 550,000 348.440 201.560 1＜彩、供花、議話｛苛；

報酬費 600,000 10,000 590,000 非常勤聡日の報酬

通信費 400,000 55.107 お4.893 郵使切手写；

需用費 250,000 99.048 150.952 電気将・消従品費拡q1古Pc 
会議費 250,000 54.933 195.067 
役員会 150,000 12.000 138.000 会議純資等

委貝会 50.000 41.696 8,304 会波経ft~字

需用費 50.000 1.237 48.763 nm品t宇

事業費 5,400,000 4.630.658 769.342 
交流会会場費 2.200.000 1.775,675 424.325 思鋭ft~宇

会報費 1,500.000 635,237 864.763 会綴等印刷・送付n
ポプラシート 500,000 。500.000 百周年通民自立金z・ら主主い

学校支援事業 1.000,000 2.119.206 ム1,119.206 エ7コシ脱獄、椛t綴僻

支部支援事業 200,000 100.540 99.460 l則 ~(Jii.l陵会文俊

予備費 656,000 。656.000 
l口』 計 8,106,000 5.198.186 2.907,814 

平成27年度瑞陵会積立金会計決算書

収入済額 2,531,518円
残額 2,202,211円

収入の部

項 目｜予算額

繰越金 I2.530.983 
雑収入 1 523 
合計 I2.531.506 

支出の部

項目 ｜予算額

繰出金｜ 0 

支出済額 329,307円

収入済額

2,530,983 
535 

2.531.518 

（単位：円）

増減額｜ 摘要

01前年度から繰也

12 I預金利息等

12 

支出済額｜残額｜ 摘要

329.307 I 2.202.211 I 21年度ポプラシート

平成27年度瑞陵会賛助会費会計決算書

収入済額 2,978,522円 支出済額 1.167,500円
残額 1,811,022円

収入の部

項目

繰越金

賛助会費

雑収 入

合 計

支出の部

項目 ｜予算額｜支出済額｜差額｜ 摘要

繰 出 金｜ 2.059,500 I l.167,500 Iム892.oooI瑞陵会会計へ蜘ii

平成27年度瑞陵会ポプラシート事業

御闘雌・南雌観劇 (10月・ 11月）
支出済額 498,904円（残額 169,582+ 15 ＋積立金 329,307円）

o
o
E
U
－n
U
2
6
 

T
1
－n
U
三
U
一n
u
－nu

向
田
国
－

a
q
一n
u－
n
u－
a
q

算
一
団
一
削
一

l
一明

予
一
佐
一
日
一
一
件

（単位：円）

摘要収入済額｜ 増減額

2.438.408 I o 
540.114 Iム4.459，邸6I 78名

01 ム1.000
2.978.522 Iム4.460.886

（一財）瑞陵高校瑞陵会基金（詳細は会報16頁参！！日）
収入約2,600万円 支 出 約1,300万円 現在額 1,284万円

陵 ..0.. 
~ 報

平成28年度瑞陵会会計予算書

収入予算額 6,835,00011] 支出予算額 6,835,000ri J 
差引額 O円

収入の背IS （単位：円）

J)'i f:I 予算額 iili ij~ l!f~）明書i 明減額 摘要
繰越金 1.843,057 2.976.229 ム1,1」13お3.172 1ifJiJ'l5l'.から繰趨

繰入金 2.450,956 2,059,500 391.456 R勤勉:ori.総（エ7コン)t•;a.入

入会金 1.140.000 1,170.000 ム30,000 3，αJOI') x 380名

参加費 1.000.000 1.500.000 ム500.000 総会参加l脅（2001't)

広告収入 400.000 400.000 0 名刺広告収入管；

雑収入 987 271 716 阪金利.Q.等；

-F』I 6.835.000 8.106.000 ム1.271.000

支出の部

JJt f:I 予算額 前年度予算額 増減額 摘要

事務的 750.000 1,800.000 ム1.050.000
報償資 400.000 550,000 ム150.000 衣彩1字

報酬~~ 100,000 600,000 ム500,000 非常勤験Hの者i削

通信~~ 100.000 400.000 ム300,000 郵便切手等

市 m ~~ 150.000 250,000 ム100,000 電気料・ill耗品質等

会議 1~ 150.000 250,000 ム100,000
役只会 50.000 150.000 ム100.000 会議経質~1;

委員会 50,000 50.000 0 会議経費等；

前 m ~~ 50,000 50,000 0 消耗品等

事業費 5.783.456 5.400.000 383,456 
交流会的 2.000.000 2.200.000 ム200,000 伝会・湯演会・！i会費害

会報￥~ 1.000.000 1.500,000 ム500.000 主総邸・！！！（ffかnm1
エ7コンリースIt 1.083,456 。1.083,456 ~金から（9(}288Xl2)

ポプラシート 500,000 500,000 0 平成28ij：まで

学校支援事業 1,000,000 1.000.000 0 生徒（i1］け学符環境f備

支部支援事業 200,000 200.000 0 i則1'!・3鈴際会支援

予備費 151.544 656.000 ム504.456
l口』 6,835.000 8.106.000 ム1.271.000

平成28年度瑞陵会積立金会計予算書

支出予算額 O円収入予算額 2.202,600円
差引額 2,202,600円

収入の部

項目

繰越金

雑収入

合 a・1・

支出の部

項目

繰出金

（単位：円）

予算額 ｜前年度予算額｜ 増減額 ｜ 摘 要

2.202.211 I 2.530.983 I ム328刀21前年度から繰泣

389 I 523 I ム134I預金利息等

2.202.600 I 2.531.506 Iム328.906

予算額 ｜前年度予算額｜ 増減額

o I o I o 
摘要

平成28年度瑞陵会賛助会費会計予算書

収入予算額 2,812,000円 支出予算額 1.367,500円
差引額 1.444.500円

収入の部

項目

繰越金

賛助会的

雑収入

合計

支出の音15

項 目 ｜ 予算額 ｜前年度予算額｜ 増減額

繰出金 I1.367.soo I 2.059.soo Iム692.000

予算額 ｜前年度予算額｜ 増減額

1.811.022 I 2.438.408 Iム627,386
I.000.000 I 5.ooo.ooo Iム4,000,000

978 I tooo I ム22
2.812.000 I 7.439.408 rム4.627.408

摘要

平成28年度瑞陵会ポプラシート事業

御｜事！座制劇（年 2阿）同窓会本会計から繰入 500,000円
（準備金残傾 O円）

-14-



瑞陵会報

｜瑞陵高校の近況｜

端陵進路セミナー（平成27年度）

1 進路セミナー

①6月16日（火） 「国際協力と地域研究J
…日本とは違う世界を知る面白さ

安藤和雄先生（25回生）

京都大学東南アジア研究所准教授

②7月3日（金） 『炭素文明論「元素の王者Jが雌史を

動かすJ 佐藤健太郎先生 サイエンスライター

2 キャリアガイダンス講師（卒業生のみ記載）

(1年生対象 7月6日）

医療関係小早川雄介氏（46回大同病院医師）

法律関係 安井一大氏（56回鶴舞総合誌有E事務所弁護士）

金融関係森 信竹氏（29聞株式会社名古屋銀行）

建築関係宮崎雅博氏（20回株式会社杉本組）

公務員教育関係 森 重統氏（20回 瑞陵非常勤講nili)

潰島誠一郎奨学事業報告（平成27年度）

1 パス旅行による研修

－京都・式年遷宮のお社をたずねて（上賀茂・ド賀茂和｜時1：、
7月 52名）

幻のサメ「メガマウスJに会いに行こう！ （東海大学海

洋科学博物館 12月 36名）
－京都・南座での歌舞伎鑑賞 (12月、 30名、見学費用はポ

プラシートから支払）

歩いて味わう熊野古道2016( 2月、 45名）
・人道の港・敦賀ムゼウムと彦根城を訪ねる (1月、 27名）
・一日京大生体験ツアー （大文字山で安藤先生とフィー

ルドワーク、 3月、 37名）
2 博物館・美術館での研修

－徳川美術館80周年・国宝「源氏物語絵巻jを見ょう！

(12月 15名）

－「名古屋めしのもと」を見学に行こう！（名古屋市博物館

1月 19名）

・「魅惑の都市・ヴェネツイア～500年の旅」（名古屋ボスト

ン美術館 2月 10名）
3 研修会・講習会への援助

クラゲの生体・発光についての研究補助 l名

知の探求講座参加補助 2名

大学入試状況（過去3カ年）

2S年度入試 27年度入試 26年度入試 28年度入試

北海道大 5 1 4 さ最大 15 

東北大 。 1 京都大
筑波大 1 2 1 大阪大 2 

千葉大 。 2 1 奈良女子大
東民大 。 。 1 ；神戸大 2 

東京工業大 。 1 。Jl~ 五込3三 。
東京外国語大 。 。 1 愛知県、工大 17 

東京海洋大 1 。 1 名古h{Tfi、k大 111 

東忠二芸術大 。 1 2 国公立大学.11・ 168 

一橋大学 。 1 。
横浜国大 1 4 2 i1i1l l’＂l=I出J、二 3 
富山大 2 3 1 鹿応義q,九大
金沢大 2 2 1 早稲日l大 15 
信州大 5 4 4 I・.干i’J、二 2 
静岡大 6 10 5 明治大 22 
愛知教育大 10 13 14 法政大 22 
名古屋大 14 13 19 )i:l!J..*. 2 

名古屋工業大 19 15 22 中央大 14 
岐阜大 13 10 14 東京~11科大 11 

部活動の活躍（平成27年7月～28年7月まで）
平成27年度

全国高校総合体育大会

陸上競技部女子走尚跳 1 fv：榊原至w子
男子lOOm、800m、三段跳、4×400mR出場

全国高校総合文化祭存道部門：特別賞 山本彩花
図書；部1111：水野善人

36回名古屋市内県立高校体育大会

（男子総合4位、 女子総合2f~iJ 
陸上：男子・女子総合優勝、 駅伝大会男子6位、女子
2位、水泳：男子・女子総合 2位、剣道：男子優勝、

硬式野球： 3位、バレーボール：女子優勝、卓球：女

子3位、テニス：女子 3位、弓道：団体女子 3位、個
人女子2位、個人男子優勝

愛知県高等学校新人体育大会
陸上：女子走高跳2位、女子5000mW6位、女子400mH
6位、バレーボール：女子ベスト 4

東海高等学校新人体育大会
陸上：女子走高跳2位、バレーボール：女子出場

JO Cジュニアオリンピックカップ－第9回全日本ユー
ス陸上競技選手権大会
女子走高跳 5位榊！長至佳子

バスケットポール第2回3×3日本選手権予選愛知県大会
U-18の古IS2位

日本生物学オリンピック2015予選
生物部優秀賞・優良11・

牛乳製品利用料理コンクール優良賞

第36回全国ホームプロジェクトコンクール 努力抗

平成28年度
2016日本ジュニア室内陸上競技大阪大会

女子ジュニア走尚跳優勝榊版至佳子
愛知県高等学校総合体育大会

陸上：女子走高跳優勝（大会新）榊原至佳子

男子円盤投4位、女子三段挑6位
バドミントン：女子W出場、 弓道：個人男子・女子出場

東海高等学校総合体育大会陸上：女子走高跳2位

平成28年度全国大会次の部が出場します。
全国高等学校総合体育大会 ( 7 /28～岡山市）

陸上競技女子走高挑榊原至俊子
全凶高等学校総合文化祭（ 7 /28～尾道市）

｜瑚碁専門部大会水野普斗

杉原ウィーク2016短歌大会（八百津町主催）

学校賞、愛賞、佳作 l名

27年度入試 26年度入試 28年度入式 27年度入試

12 :J 日イ.；.）.：＿ 1 3 

2 I 愛知人； 60 40 

2 2 愛知JI~科大 7 7 。 。愛知l学院大 22 15 

3 3 愛知淑徳太 30 40 

2 :3 金域学院大 26 15 

11 8 柏山女学凶！大 24 39 

IO 8 中京大 77 62 

148 143 政 111仁業大 4 2 

I村山大 127 109 

3 グ，’•＇IM外大 40 12 

5 。名以え大 145 120 

4 5 藤川 I~：他術生大 28 15 

5 点都f,,t;>f・大 4 

25 23 立命館大 98 92 

12 7 lilj；，ι＋上大 45 35 

4 8 l刻阿大 18 9 

11 20 ｜則I何学院大 5 6 

16 16 夜、、〉：大’ア：，lj- H＞：~l 879 

26年度入試

6 

26 

7 

23 

4:3 

20 

24 

101 

2 

187 

22 

70 

7 

4 

78 

45 

9 

11 

902 
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端陵会報

陸上女子走高り跳び
榊原至佳子さんについて
今年5月、瑞穂公岡陸上競技場で・行われた、愛知県総合体育大会女子走市挑

で本校3年榊原至佳子さんがlm80をクリア。今井英和さん（46IITI、シドニー

オピック代表）の持つ大会記録を 2cm上回るとともに、 2000年代では4人目の

1 m80台ジャンパーとなった。

陸上競技部顧問の寺島w先生（32回）によると「 lm83 (U20世界選手椛参

加標準記銀）も背中までは確実に抜けており、越えられる可能性は十分あるJ
とのこと。今後の活断！がWJ符111来る。

賛 助会 費募集
瑞陵会はネッ トワーク作りとn1・政再建が松大の部組です。卒業生の入会金だけでは事業の経費がまかなえず、財政の健

全化は焦眉の急となっております。

そこで、財政他全化のために平成24年から賛助会貨を募ることにしました。5ij~分の年会費と考え賛助会費にご協力下
さい。5年間会報を送らせていただきます。会報は瑞陵会ホームページでもご覧頂けますが、あなたの愛校心が瑞陵会の支

えです。振り込み用紙の前求は瑞｜袋山校内瑞陵会事務局までどうぞ。(JH紙がなければ、振込み手数字｜本会払いでも構いません）

賛助会~'1一口 5.000円 （一日以上でお！』Hいします） 郵便振替 （口座帯号・00880-7-190740) 払込先瑞陵会

会報発送と名簿ー整理！の都合上 〒・住所、氏名、 l!!I生（卒業年度）をご記入下さい。

賛助会員名簿 平成27年8月～平成28年7月

五27 中西幸彦 9 メLI毛 j孟 13 rj・1i事 IYJ 19 井上文男 24 佐々木史光 37 宮原令子
五33 水野 w:ー 9 小Ml: 政和 14 1l1IJI 経信 19 水野守正 25 山本聡 37 伊藤 Jfi'I美
五40 荒山修 9 十r.¥),'.b 左千列 15 他口 JQJ[- 20 足立賢治 25 川本側1也 38 伊藤正幸
E.41伊藤氏造 9 j悠旧労作l 16 今校政移 20 ｛~ri除正flli 26 山本雅之 40 El i~G 充夫
Tお3 新美 二郎 10 網11-Jj: 繁久 17 11」村利雄 20 %1 悦二郎 28 矢代英彦 41 永田普夫

3 稲際粒子 11 池Ill 笠興 17 nr坂 1;Ji:手n 21 水野文治 28 鈴木喜雄 42 淡1:1・1泰雄
5 日目＇！j重尚 11 ~，＇blJ] LI I紀子 17 長江災 21 'f~Hll 耽美 28 伊藤泰之 42 水野 f＇｛志
5 有~~j：・幹fl; 12 山口封 17 )'J・本体封； 21 木村 ｝［，（子 30 'i'flli 究 43 伊勢回 l列代
6 高級佳代子 12 Ill~古I＼正典 18 山m f111子 22 中村 美代子 32 丹羽基紀 44 近藤健一郎
6 チ｜ニfil 啓介 12 ｝午制文）if~ 18 近藤政訂l 22 前lfl 依久子 32 平井雅之 60 i守木裕典
7 n羽 宏 12 三宅後三 18 や，，沢 恭弘 22 .!.j二尾正司 33 小森敦夫 64 宮崎 f妥当1
8 イ＇li:it長声1f｛久 13 酒井秀防 18 伊J依 TD' 23 {:j川 忠子 33 布，，谷並行 定6 中チi i叔
9 伊藤洋子 13 郁[I] Inf［巳 19 佐i度山 H：子 24 力II~』信者t司 33 .f'ililJ:l 祥江 定10 小鳥 ニ三夫
9 吉村 美草子 13 者1；竹 俊之助 19 TIJ川 ｜俊子 24 伊藤あつ子 34 中村 美白子

・・・・・・4・－－・.. ・・・・・・・4・・4・4・・・・・町、..... ・4・・・・・・・・・・H・・・・・・・・・副，，B・副......-........咽，．酔・・・・・・・・・・・・4・a・・－・・・・－・・・4・也．．．． 同・・・・・・・ー・・－－・・，唱...........圃・喝－・・・・・・・，－－・・・4・......・・－・・・ー・4・h咽睡・4・・・・・4・・・・・・・・・・4・4・－・岨・・・4・z・・4・4圃咽酔4・－・・・・4酔4・・・－－・・F・・4・・・ー司’H・唱・..・....... 聞，－・－－・・・V咽圃，＿.........川島4・・・・・

110周年記念事業について

会長の巻町i言にもありましたllO問年行Jjj.につきまして、

瑞陵会で計画していることを間潔にご紹介します。

( 1) 同窓会名簿の作成 （消）

(2）感苔堂整備

①！惑喜堂に移動式間仕切りを設i世し全日制生徒の学習室

を造る。（済）

②！毒事堂に空間設備をつける。（据付済、今後13年llU
リース代金の支払が必要）

③！$喜堂に諸・先輩の顕彰パネルをつける。（済）（江戸川

乱歩 ・杉原千畝）

(3) llO周年記念行耶

①記念式典平成29:iHO月21日 （土）

瑞光館午後11時から

－式典

・ 水滞心吾一人芝府 f杉原千i私物~IU 鑑賞
．吹奏楽部の演奏と校歌 ・応援歌斉ll/d1

②記念事業

・r.:：籍 『杉原千畝と命のピザjを生徒にザl-llN
．記念ゴルフ大会

・！直喜立行事の新設

秋WJに感苔堂での行事を行い恒例化する
①記念パーティ ー （平成29:if~ J立総会を兼ねる）

10月21日 （土）記念式典後

名古屋メ ルバルク 午後51時半を予定

参加費例年通り5.000円の予定

一般財団法人 瑞陵高校瑞陵会基金について

収入 約2,600万円

平成26年2月、会長名で40歳以上の会貝に案内

支/IJ 約1.3οo万円

！品事堂移動式l間仕切り｜刻係 940万円

エアコンリ ース代金（平成27年度分） 78万円

感喜堂パネル ・五中アルバム複製 55万円

蒜金依頼文啓発送費用 200万円

成金 1,284万円

今後必裂な金額 約2.500万円

内訳エアコンリース代金 （12年契約） 1.336万円

！嘩菩堂放送設侃ii等 100万円

llO周年記念式典 100万円

諸先輩顕彰事業（書籍寄贈 ・パネル） 400万円

募金非集経費 350万円

その他 200万円

llO周年記念事業実現のためには総額約2500万円以上の

ご谷付を募らねばなりません。同窓会会員の皆様のさらな

るご理解、ご協力をJ!易りますようお願い申し上げます。

郵便振特 口座番号 00880-4 -183489 

払込先 一般財団法人瑞陵高校瑞陵会基金

※瑞陵会活動維持のための賛助会費とは異なります。

ご注意ください。
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瑞 陵 ..6.. 
Z玄 報

一般財団法人漏陵高校瑞陵会基金 寄付者（敬称略）（平成27年8月～平成28年7月）ご協力ありがとうございます。

子

子

郎

子

代

子

子

代

彦

康

一

夫

治

夫

雄

日

彦

弘

年

勝

夫

治

夫

ず

f
成

夫

明

子

久

郎

子

治

郎

美

子

ズ

f
子

子

子

彦

子

問

一

尚

満

子

子

市

彦

脱

抑

夫

議

坑

夫

代

郎

J
M

介

幸

男

良

東

照

定

忠

附

脚

恭

俊

敏

剛

鋪

茂

修

忠

賢

幻

操

志

架

，

w一
郎

好

吃

政

和

滋

山

口

英

二

正

靴

カ

満

武

能

窓

辺

宏

時

U
．u
太

修

民

主

服

洗

眼

幹

正

美

幹

郎

八

一

住

動

英

啓

西

村

崎

野

藤

駒

野

井

頭

川

全

備

藤

山

野

山

田

藤

本

藤

本

藤

葉

川

井

井

問

問

羽

水

藤

美

下

降

川

藤

野

上

水

中

間

両

岡

藤

本

高

田

原

井

野

井

本

本

村

問

橋

本

橋

崎

本

世

中

奥

尾

水

安

生

杉

浅

鬼

古

本

大

加

馬

小

荒

成

伊

吉

後

和

後

稲

竹

刑

藤

山

行

十

日

丹

鈴

伊

新

松

稲

鶴

伊

浅

井

鈴

旧

太

中

三

佐

向

日

亀

笠

模

水

福

山

辻

河

梅

佐

坂

高

山

辻

井

守
’

n
4
9
M
q
u
q
u
川
同
山
田
町

d
p
O
P
O
円

i
n
x
u
n
x
u
n
R
u
n
y
n
Y
A
U

－
－
唱
l

1

a

a

－

q
d
q山
守

d
n
J
q
u
q
u
内

J
q
J
q
d

『
u

』
苛

A

－
A官

4
2

ワ臼

q
d
A
a
q
u
q
u
l
a

－－－

9
H
q
d
q
d
q
d
q
u
q
d
q
u
q
d
q
u
q
δ
A
1
4吐

A

T

4崎
・

4

1

4崎

a
d
T

”
3
’
D

Z

d

z

d
戸

D

P

D

P

D

’D

氏
U

民
U

氏
U

民

日

氏
u
n
U

広
U
A
b
n
b

民
U

五

五

五

五

五

五

五

五

五

五

五

五

五

五

五

五

五

島

五

実

実

実

熱

熱

瑞

江

子

子

f

子

蔵

ほ

代

子

朗

夫

搾

子

計

一

美

子

一

一

一

子

久

雄

一

f
司

文

子

芳

幸

さ

男

子

子

和

子

f
彰

一

伯

代

夫

前

一

和

伯

子

久

忠

三

久

遠

る

久

代

雄

雄

久

滋

郎

興

紀

子

雄

子

治

宏

英

美

仰

公

力

鋭

明

恭

明

忠

宏

附

報

開

秀

仲

倫

松

義

組

立

ふ

康

光

品

政

悦

英

敵

弘

芳

千

隆

美

猛

政

芳

梢

繁

近

H
H

太

宰

た

繁

附

紀

斌

－

M
鮎

立

宣

山

夫

捕

隆

文

創

刊

制

州

附

郎

白

川

神

羽

瀬

品

浦

野

削

藤

深

谷

本

羽

川

本

藤

井

室

崎

村

木

本

松

原

木

蛤

向

上

堀

口

川

削

川

凶

作

原

村

尾

堀

問

村

井

凹

藤

野

藤

藤

井

多

田

崎

間

野

内

m
m
踊

津

嗣

牧

伊

丹

崎

小

松

水

太

後

柳

市

粂

鈴

丹

古

山

佐

花

大

井

岡

市

山

小

市

八

三

宇

井

小

河

奥

特

和

雄

制

大

古

丸

小

藤

野

細

成

近

水

近

近

細

本

嶋

中

本

久

山

池

高

泉

鬼

深

片

7

7

7

7

7

7

7

7

7

7

7

7

7

7

7

7

8

8

8

8

8

8

8

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

・
9

9

9

9

9

0

0

0

0

0

0

o

o

l

1

1

1

1

1

1

1

1

1

2

2

，

‘

司

，

．．
 
・・・・・・・・＆－－－
a

－－－a
－－－A

－－－－－－
EEA

－－EA

－－－a

－－－－－－－－
a

－－－A
－－－A
－－－a
－EEA

－－Ea

－－－－－－
E・E・－－－
a

－－－a

12 安部彰

12 橋部初枝

12 山口昇

12 森好広

12 片桐文雄

12 立問隆人

13 種目輝巳

13 三輪昌勝

13 板東信吾

13 宮沢紀洋三

13 部 竹 俊 之 助

13 酒井秀房

13 夏目雅史

13 斎藤要一

13 種田陣巳

13 石原洋一

13 広瀬敏重

13 広江達雄

13 加藤幸充

13 大矢詠子

13 瀧純彦

14 冨田弘子

14 上野賢二

14 中川和子

14 風間満治

14 小島淳之

14 鈴木惇嘉

14 山 田 陵 岡

14 111内一信

14 鈴木陽子
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14 111回経信

15 浅野秀子

15 永田礼子
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15 岡本基嗣
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15 鈴木容子

15 坂元文子
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15 笹川久子

16 今回千恵子

16 今枝政春
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16 遠藤克世

16 原田妙子

16 山内信幸
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16 橋本芳樹

16 河合治19J
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16 志賀 ITT.信
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17 三村信之
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17 松原俊雄

17 川中雅彦

17 松井幸枝

17 安藤淳子

17 Ill端順子

17 岸本利子

18 深津町美子

18 石内典子

18 木村博一

18 :I：同文代
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18 大嶋悦嗣

18 今回有規子

18 渡辺淑＂［－

18 篠川弘代子

18 松葉山子
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18 永~H 雅子
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18 1Hlj1 美智子
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18 伊藤 111 
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19 1口県まり f

19 鈴木英俊

19 大河m恒夫

19 水野守iE
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19 小林 i記
19 谷qi f;¥-・ 

19 三illl 1E 
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19 揖斐敏夫

19 佐渡山住子

19 rj1村茂

19 長尾良子

19 小野俊夫
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19 JU・. 文男

19 {j川久夫

19 水野守iE

19 木下道子

20 足立賢治

20 加藤良樹

20 杉田陥子
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20 tlL父iJ：有夫

20 IHili 1ミ平
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編集後記ι
..A 
~ 報

瑞陵を卒業してまもなく 50年。最近とくによく瑞陵同期

の仲間に遊んでもらっているo 今回プラスバンドの話を書

いてもらった長谷川氏には、同じく同期の梶川氏と一緒に

週一問、陶芸を教えてもらっている。その梶川氏は他の同

期の仲間と毎週ゴルフに行っているそうだ。私も誘っても

らったが、ゴルフはしないので参加していない。ソーラー

カーのことを；白Jいてもらった江口氏には、忘年会の酒の席

で執筆をお願いし、快く引き受けてもらった。人生最後の

直線に入って、だんだん楽しくなってきた。

瑞陵会ホームページのご案内

http://www.bekkoame.ne.jp/i/zuiryokai/ 

会報は瑞陵会のホームページにも掲載しています。

今まで郵送でお届けしていた同窓生で、ホームペー

ジがあれば郵送不要と思われる方は、編集委員までお

知らせください。

同窓諸姉・諸兄にはご健康と心穏やかな日々を、若い諸

君には雄々のご発展を祈念r11し上げます。（S.H.) 
shoji.hamajima@gmail.com 

外掛通り法律事務所

高木修 （瑞smD 
干460・0002 名古屋市中区丸の内2-2-7

丸の内弁護士ピル901・号

TEL.052・201-7656FAX.052・204・1244

東海法律事務所

石川智太郎（瑞11回）

干460・0002 名古屋市中区丸の内3・5・35

弁護士ピル901・902号
TEL.052・961-0651F AX.052・961・0653

弁護士法人柴日！・中川j去律特許事務所

柴m 肇（瑞15岡）
干440・0814 血橋市前悶町1・2・11

TEL.0532・53・7087FAX.0532-54・2106

1:1:1部綜合法律事務所

長谷川忠男（瑞151!]1)
〒461・0001 名古屋市東区泉2・3・20

長谷川ピル31栴

TEL.052・931・9192FAX.052・931・6062

さくら総合法律事務所

加藤謙一 （瑞19阿）
干514-0007 三虫県津市大谷11n・21-8

TEL.059・227・6951F AX.059-225・5943
TEL.052-931・9192FAX.052-931・6062

加藤茂法律事務所

加藤茂 （瑞19問）
干466・0064 名古屋市II日手II医鶴舞3・8-9
TEL.052-732-7821 F AX.052・732・7822

瑞陵法曹会有志一同

中村正典法律事務所

中 村 正 典 （瑞21回）
〒460・0002 名古屋市中区丸のIAJ3-6・27

EB Sピル2階
TEL.052・971・7424 F AX.052・971・7425

金山総合法律事務所

j屋美玲子 （瑞22回）

干460・0022 名古屋市中区金山1-9・17
金山スズキピル8階

TEL.052・331・9054F AX.052・331・9060

弁護士法人岐阜合同法律事務所

安藤友人 （瑞22回）
干500・8812 岐阜市美江寺町1-5

岐阜北青色会館

TEL.058-264・3780F AX.058-264-3784 

成田龍一法律事務所

成 田 龍 一 （瑞23回）
〒460・0003 名古屋市中区新13-14-14

夢現錦ピル61幣
TEL.052・973・0531F AX.052・973-0533

弁護士法人名古屋総合法律事務所

浅 野 了 一 （瑞24回）
干460・0002 名古屋市中区丸の内2・20・25

丸の内STピル6階
TEL.052・231・2601FAX.052・231・2602

後藤和男法律事務所

後藤和男 （瑞24回）
〒460・0002 名古屋市中区丸の内2・14・20

ザ・スクエア8階S8・号室

TEL.052-202-0680 F AX.052・203・1417
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大島以人法律引務所

大向真人 （瑞26同）
干460・oom名古屋市中区錦2・19-1

名古屋鴻池ピル9階
TEL.052・220・2225FAX.052・220・2228

iヨ:Jl:i.去千IUJq寿所
臼：Jj: 幹裕 Ul1日33回）
干460・0003 名古屋市中区錦3・I-30 

鋪iマルエムピル3階
TEL.052・218-0566F AX.052・221・5656

光がJi：法律事務所

佐藤成俊 （瑞381!!1)

干464-0006 名古原市千種区光が丘1-18・3

TEL.052-712・3350F AX.052・712・3352

ジ、エイ・ユー・エヌ！！附l~Jllf{法律事務所

JJlit部）Iii'{ （瑞381国）

干460・0002 名古屋市中区丸の内3・21・25
m風ピル51惜

TEL.052・962・8511F AX.052・962・8512

足立法f;IHJ~務所
111向朋子 （瑞56回）
干441・8021 盟橋市白河町61番地

ターミナルプラザ801号
TEL.0532-33・4831F AX.0532・33・4830

鶴舞総合法律事務所

安井一大 （瑞56阿）
〒466・0015 名古屋市昭和区御器所通3-18

エスティプラザ御器所4階

TEL.052・852・1220F AX.052・852・1227

) 
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